
1 はじめに 
1987 年, 消㜵庁は⮬然災害によりどの⛬度の⿕害

がⓎ生するかを予測しておく, 㜵災アセスメントの実
施を㏻▱した 1). これを受け, 㑊㞴⪅になり得る人数
を予め推ィする⿕害想定が⾜われている. 

2016 年熊本地㟈では, 実㑊㞴⪅数が推ィ㑊㞴⪅数
を大きく上回る事態が生じた. Ⓨ災以前の熊本市のヨ
⟬では, 㑊㞴⪅数が 57,946 人と想定されていたが, 
実㝿には⣙ 11 万人もの住民が㑊㞴を余儀なくされた
2). 指定㑊㞴所以外へ㑊㞴する住民が大勢Ⓨ生したこ
とで, ⮬治体の㑊㞴所ㄆ▱, 㑊㞴⪅把握が困㞴になり, 
支援が⾜き届かない問㢟をもたらした 3).  
そこで本◊✲では㸪実災害時の㑊㞴⪅推ィ, 㜵災カ

⦎への活用を┠ⓗとし, 」数シナリオを想定した模擬
㑊㞴状況の生成を┠指す. 

2 㛵㐃研究 
地㟈Ⓨ生後の㑊㞴所同定及び㑊㞴⪅推ィをヨみた◊

✲がある. ⯪㉺ら(2016)4)の◊✲では, 携帯㟁ヰの位
⨨情報により推ィされた地㟈前後の人々の⛣動から,
㑊㞴所を同定する手法を提案している. Ⓨ災時の指定
外㑊㞴所への㑊㞴⪅を⮬治体が把握することを容易に
すると⪃えられる. しかし㸪人々がなぜ㑊㞴⾜動を㉳
こしたのかゝ及されていない. 今後㉳こりうる災害を
想定した対⟇検ウに活用困㞴となる. 

3 方法 

㑊㞴意思決定モデルの構⠏に向けて, アンケートㄪ
査により住民の㑊㞴⾜動に影㡪を与えるせ因を明らか
にする. 構⠏したモデルをエージェントベースによる
アプローチで構⠏した, 㑊㞴⪅一人一人の㑊㞴⾜動を
⾲現可⬟なシミュレーションモデルに⤌み㎸むことで, 
⿕災⪅の㑊㞴状況を擬似ⓗに生成する. 
本ㄪ査は, 提♧する災害時の状況が仮定のものであ

るため, 㟈災時の㑊㞴⾜動意図そのものを尺度とする
㑊㞴⾜動せ因を明らかにすることとなる. 従って, 構
⠏した㑊㞴意思決定モデルで予測される㑊㞴⪅数は, 
ほ測値と乖㞳する恐れがある. そこで, データ同化手
法を用いる. 2016年熊本地㟈のほ測値に基づき, 意思
決定モデルに持たせたパラメータをㄪ整する. 

4 結果 

モデルのケーススタディとして熊本┴を例に仮想㒔
市モデルを構⠏した. Fig. 1 に生成した擬似㑊㞴状況
を♧す. 本ㄪ査を基に構⠏した意思決定モデルでは, 
㑊㞴に対する感度が強く現れたと⪃えられる. 

5 結ㄽ 

本◊✲では, 㑊㞴⾜動Ⓨ生メカニズムを明らかにし, 
地理情報, 世帯構㐀を模した仮想㒔市モデルを構⠏し
た. ⤖果, データ同化により, シミュレータの活用可
⬟性を♧した. また, 本シミュレータは」数シナリオ
における模擬㑊㞴状況を生成可⬟であり, 物㈨㈓⵳➼
の地域㜵災ィ画の⟇定, 様々な状況下を想定した㜵災
カ⦎の実施により, ⮬治体の対応力向上がぢ㎸まれる.  

ㅰ㎡ 
本◊✲は, 戦略ⓗイノベーション創㐀プログラム

(SIP)「国家レジリエンス(㜵災・減災)の強化」(◊✲
㛤Ⓨ㡯┠:㑊㞴・⥭急活動支援⤫合システム㛤Ⓨ)の支
援を受けて⾜われた. 
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概せ㸫   地㟈Ⓨ生時における㑊㞴⪅への㜵災対⟇をㅮじる指㔪として, 㑊㞴⪅になり得る人数をあ
らかじめ推ィする⿕害想定が⾜われている. しかし, 熊本地㟈では⿕害想定を上回る㑊㞴⪅のⓎ生に
より, 指定㑊㞴所だけでは収容しきない事態となった. そこで本◊✲では, 㜵災カ⦎への活用を┠ⓗ
とし, エージェントベースによるアプローチで㑊㞴⪅一人一人の㑊㞴⾜動を⾲現したシミュレーシ
ョンモデルを構⠏した. また, 㑅択実㦂型コンジョイント分析の手法を用いて, 特定の状況下におけ
る㟈災時の住民の㑊㞴⾜動に影㡪を与えるせ因を基に意思決定モデルを構⠏した. これにより, 」数
シナリオを想定した模擬㑊㞴状況が生成可⬟である. 
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Fig. 1: 2016 年熊本地㟈を対㇟とした擬似㑊㞴状況 
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